
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、摂取する食事メニューをカロリー及びバランスから上手に摂取出来るような食
生活を支援するカロリー計算機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年成人病の予防のためには肥満解消が重要であることが多方面から言われている。また
、若い女性の間では、美容を目的にダイエット指向が広がり、摂取カロリー及び消費カロ
リーに対して関心を持っている。あるいは、偏食により必要以上に体重が少ないという人
も現れている。これらダイエットや食事療法のためにカロリーを計算する必要があり、外
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使用者がデータ入力をするための入力手段と、この入力手段からのデータにより使用者
の１日の許容摂取カロリーとその日の摂取カロリーとを栄養バランスに基づいて区分され
た食品群別に求める演算手段と、この演算手段における演算結果を記憶する記憶部と、電
源投入時において前記食品群別に分けられる各分類を意味する数字または絵柄を表示する
表示部とを有するカロリー計算機において、前記表示部は、電源投入時においてその日の
摂取カロリーが１日の許容摂取カロリーを既に満たしている食品群については、その食品
群を意味する前記数字または絵柄を表示しないことを特徴とするカロリー計算機。



出先でも使用できるような携帯可能であるカロリーを計算する機器が既に提供されている
。
これらは、例えば使用者の年齢、性別、身長、体重、生活強度等の個人情報を登録してお
き、食事を摂取する度にその食品名や事前に割り当てられた食品ナンバーを入力すること
より、その１日における摂取カロリーの合計値を表示したり、前記個人情報から求められ
る１日に必要なカロリーと比較・表示したりするカロリー計算機である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記のカロリー計算機では、個人データから、その人の理想的な摂取許容カロリーを計算
し、実際にその人が食べた食事メニューを入力した結果、、食事量から摂取カロリーを求
め比較するが、栄養バランスで考えた場合、どの食品群が取りすぎか、あるいは不足して
いるかが直ぐに解るものではなかった。
また、食品群別の摂取状況を点数という概念で摂取したか否かだけを判定することで栄養
バランスが認識できるものであるが、目標カロリーに対する摂取カロリーの割合まで認識
できるものではなかった。
【０００４】
本発明は上記問題点を鑑みてなされたものであり、カロリー計算機を使用するときに、直
ちに、１日の許容摂取カロリーに対して現在の摂取カロリーの栄養バランスが把握できる
ものであり、更に各食事メニュー単品毎の栄養バランスをも把握できるものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明のカロリー計算機は、個人情報及び摂取した食事メニューを入力する入力手段と、
この入力手段からのデータにより摂取カロリーを演算する演算手段と、演算手段における
摂取カロリーの演算結果を表示する表示部と、複数種類の食事メニューに含まれる栄養バ
ランスが記憶された記憶部とを有し、電源投入時に、その日に摂取したメニューに含まれ
る栄養バランスにより立ち上がり表示状態を変更するものとする。
【０００６】
また本発明のカロリー計算機は、個人情報及び摂取した食事メニューを入力する入力手段
と、この入力手段からのデータにより摂取カロリーを演算する演算手段と、演算手段にお
ける摂取カロリーの演算結果を表示する表示部と、複数種類の食事メニューに含まれる栄
養バランスが記憶された記憶部とを有し、食事メニュー選択時に、その食事に含まれてい
る栄養素を食品群別にグラフで表示するものとする。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明のカロリー計算機は、入力手段により入力される使用者の個人情報（年齢、身長、
現在の体重、目標体重、性別、生活強度等）から、その人の許容摂取カロリー（目標カロ
リー）を演算部において計算し、また食事の毎に入力される食事メニューと食事量からそ
の日の総摂取カロリーと食品群別カロリーを求め、目標カロリーに対する摂取カロリーの
充足率を求めて表示するものである。この表示は数値あるいはグラフによって行う。
【０００８】
本発明のカロリー計算機では、食品群別に分けられる各分類を意味する１から５の数字、
または絵柄が電源投入時に表示される。この表示は、その日、１日に摂取した食事メニュ
ーから求められる食品群別の摂取カロリーにより表示される内容が変更するもので、食品
群別に設定される１日の許容摂取カロリーをその時点で既に満たしている食品群について
は、その食品群を意味する数字、または絵柄を表示しないものとする。１日の初めに電源
を投入したときは、まだ何も摂取しておらず、当然許容摂取カロリーを満たしている食品
群は無いので、全ての数字または絵柄が表示されることとなる。
【０００９】
また本発明のカロリー計算機は、摂取した食事メニューを選択する際に、計算機の表示部
に食事メニューをキー操作により１品づつ表示させて、該当するものを使用者に確認させ
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て決定するものである。この食事メニューを１品づつ表示させるときと同時またはキーを
押すことで、その食事メニュー単品の１人前における栄養素を食品群別に表示するものと
する。
【００１０】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。図１は本発明のカロリー計算機におけ
る表示部及び操作部を表す図である。このカロリー計算機１の正面には食事メニューや摂
取カロリー及び食品群別バランス等種々の情報を表示する表示部２を設け、電源スイッチ
３、十字キー４、決定キー５、戻りキー６、手入力キー７、再呼出キー８と設定キー９の
複数の操作キーが設けられ、計算機の内部には各種の演算を行うＣＰＵが内蔵され、また
メモリー部には予め、各食事メニューの単位重量当りの総カロリーと食品群別のカロリー
が記憶されている。
【００１１】
初期設定として設定を行う必要がある。電源スイッチ３を押すと表示部２は図２（ａ）の
初期画面の表示となるので、この状態で設定キー９を押すことで設定モードとなる。使用
者の生年月日、性別、身長、体重、生活強度の個人データを入力装置である十字キー４に
て入力する。
【００１２】
次にダイエットの目標設定として目標体重、目標期間を入力する。この時、その体重をそ
の期間で減らすには無理や危険がないか安全チェックを行い、問題がある時は、表示部に
「無理なダイエットです。再入力して下さい。」とメッセージを表示する事で使用者に再
設定を促す。安全なダイエット目標であれば、ＣＰＵにおいて入力された生年月日より年
齢を求める。年齢、性別、身長、生活強度から栄養所要量は計算されるが、現在の体重と
目標体重、および目標期間から達成する為の１日の許容カロリー摂取量を求め、表示部２
に表示する事で、初期設定は完了する。目標体重が現在の体重と同じ場合は、現在の体重
を維持するの比必要なカロリーが設定される。また、医師などによって１日の摂取カロリ
ーが指示されている人は、その指示カロリーを直接入力することも可能である。
【００１３】
摂取食品の入力モードでは実際にその食事において摂取したメニューを選択入力する。こ
こでは例として、“ビーフカレー”１人前を摂取した場合を挙げる。まず摂取した食事メ
ニューを十字キーで検索する。電源スイッチ３を押すと図２（ａ）のように表示部２には
、初期画面として摂取した食事メニューを選択するかどうかが表示されるので、ここで決
定キー５を押す。表示部２には図２（ｂ）のように“アイウエオカキクケコ・・・”と５
０音が表示されるので十字キー４にて摂取したメニュー名の最初の文字を選択する。ここ
ではビーフカレーを食べたので“ヒ”を選択する。ここで決定キー５を押すと登録されて
いる食事メニューのうち、最初の文字が“ヒ”のメニューが順番に表示されるようになる
。ここでは初めに“ヒジキゴハン”（ひじきご飯）が表示される。再び十字キー４の上又
は下を選択することで“ヒ”の付く食事メニューが順番に表示されるので、図２（ｃ）の
ように“ビーフカレー”を表示させる。この“ビーフカレー”が表示された状態で十字キ
ー４の右を押すと図２（ｄ）のように、その食事メニュー１人前における食品群別のバラ
ンスに表示が切り替わる。
【００１４】
この図２（ｄ）の表示はその食事メニュー１人前の栄養バランスを５群法に分けグラフで
表したものである。ここで用いる５群法とは次の表１のように分けられている。
【００１５】
【表１】
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【００１６】
この５群法による区分方法は、健康な体を維持するために必要な栄養素を過不足なく満遍
なく摂取できるように考えられたものである。図２の絵柄は表１における５群類の各群に
対応しており、ここでは１群＝牛乳、２群＝豚肉、３群＝野菜、４群＝食パン、５群＝ケ
ーキをそれぞれイメージしたものである。
尚ここでは食品群別の表示として、５群法で分けた場合を表示しているが、食品群の分け
方には４群法又は６群法他、幾つかあるのは周知であり、本発明を拘束するものではない
。この食品群別のバランス表示状態から十字キー４の左を押すと食事メニュー名の表示状
態図２（ｃ）に戻る。この食事メニューを選択するのであれば、決定キー５を押すことで
食品名の選択は終了する。
【００１７】
食事メニューを決定すると、次にその分量を入力する。食事メニューを選択した段階で、
その料理メニュー１人分を１００％としたときの総カロリーが図２（ｅ）のように表示さ
れるので、摂取した割合を十字キー４にて変更する。仮に半分を摂取したのであれば、５
０％と入力する。あるいは摂取した分量が解っているのであれば、割合ではなく分量を入
力する。この入力は手入力キー７を押すことにより可能となるので、その後十字キー４を
用いて分量を変更する。今は“ビーフカレー”１人前を摂取したので、そのまま決定キー
５を押すことで摂取量も入力される。摂取した食事メニューの選択と分量の入力が終わる
と、初期画面の図２（ａ）の表示状態に戻る。他にも摂取した料理があるのであれば、更
にその料理を同様の操作により選び出し摂取カロリーを加算していく。このようにして、
その食事で摂取した料理を全て入力すると、総摂取カロリーが求められ、メモリに記憶さ
れる。
【００１８】
また、摂取した料理がメニューの記憶部に登録されてない場合は、直接その摂取したカロ
リーを入力する事も可能である。その場合は図２（ａ）が表示されている状態で手入力キ
ー７を押すことで表示が切り替わり、カロリーだけが表示されるので十字キー４にて設定
する。
【００１９】
また再呼出キー８は、前回選択された食事メニューを呼び出す機能を有するものである。
前回と同じメニューを摂ったのであれば、図２（ａ）の表示状態でこの再呼出キー８を押
すことで、前回の入力メニューが表示される。この機能は１品だけ記憶されているのでは
なく、最近入力された食事メニュー１０品が記憶されているので、十字キー４で選択でき
るものである。これにより、５０音からメニューを検索する手間が省けるものである。
【００２０】
本発明のカロリー計算機は電源を投入した時の摂取カロリーの状態により、初期画面の表
示状態が変わるものである。これは食品群別の摂取カロリーが許容摂取カロリーを満たし
ている場合に、その食品群を意味する絵柄または数字を表示させないこととなる。電源ス
イッチ３を押したときに、図２（ｆ）のような表示がなされた場合、通常の初期画面から
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２群と５群を意味する絵柄が消えている。これはその食品群については、既にその日の許
容摂取カロリーを満たしていることを表すものである。仮に、全ての食品群が許容摂取カ
ロリーを満たしていたり、あるいは全ての食品群の摂取カロリーを満たしていなくても、
ある食品群だけ摂りすぎているため総摂取カロリーが満たされている場合は、当然に各食
品群を意味する全ての絵柄が消える事となる。尚、その日全く摂取した食事メニューを入
力してない場合は、当然に許容摂取カロリーを満たしている食品群はないので、通常の初
期画面である図２（ａ）が表示されることとなる。
【００２１】
初期画面の表示状態で設定キー９を１度押すと前記設定モードとなるが、更にもう１度設
定キー９を押すと栄養バランス表示モードになる。このモードでは、その日に摂取した食
品のカロリーを合計摂取カロリーと群別摂取カロリーを表示する。この時個人データから
求められる許容摂取カロリーを１００％とした場合に、現在の摂取カロリーがどの程度で
あるかが解るように許容摂取カロリーのラインと１日毎の総摂取カロリーをグラフ表示す
るもので、図２（ｇ）のようになる。この図では４群は許容摂取カロリーを越えているこ
とを表し、総摂取カロリーは１２８％の１６８０ｋｃａｌであることを表示している。
【００２２】
栄養バランス表示モードで、設定キー９を押すと週間バランス表示モードになる。このモ
ードでは、その日を含めた１週間前までの総摂取カロリーを時系列的に図２（ｈ）のよう
に表示する。この図の場合、左側が７日前を、右側が今日を表すグラフであり、その一週
間での許容摂取カロリーに対する平均の充足率を％とカロリーで表している。また表示を
切り替えることで、１週間前までの特定の１日における群別摂取カロリーを表示すること
もできる。これらも摂取許容カロリーを１００％としたのに対し、現在はどの程度の摂取
カロリーであるか解るようにそれぞれの群別許容摂取カロリーのラインと群別摂取カロリ
ーを表示部２にグラフ表示する。
【００２３】
【発明の効果】
本発明のカロリー計算機は、電源投入時にその時点での摂取カロリーによって、食品群別
に設けられている絵柄または数字の表示がかわるので、様々なキーを押す面倒な操作を行
うまでもなく、一目で食品群の摂取状態が把握でき、その後の食事内容を直ちに考えさせ
るアドバイス効果を持つ。従って、不足している食品群を多く含む食事を行う必要がある
ことを使用者に理解させるので、次の食事を簡単に決めることを助けることにもなる。
【００２４】
また、本発明のカロリー計算機は、予め記憶されている食事メニュー単品での、食品群別
の栄養バランスがグラフで表示されるので、不足している食品群を補う場合、あるいは、
既に食べた食事メニューを見直す場合等に、食事メニュー単位での栄養バランスを把握で
きる。従って、今後の食事においてバランス良く栄養を摂取する、あるいはカロリーの摂
りすぎを抑えることを手助けすることになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例であるカロリー計算機の外観表示面を表す図である。
【図２】本発明の一実施例であるカロリー計算機の表示内容を表す図である。
【符号の説明】
１、カロリー計算機本体
２、表示部
３、電源スイッチ
４、十字キー
５、決定キー
６、戻りキー
７、手入力キー
８、再呼出キー
９、設定キー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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